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Ⅰ．センターの概要 
 

１．センターの目的 

 社会経済システムと環境システムを包括的に捉え，環境の変化等の多様な圧力に対応できるレジリエ

ントな地域の創成を研究対象とすることにより，俯瞰的長期的視点のもとで未来環境共生社会のための

学際的環境科学研究を推進し，地球環境問題に対するレジリエントな地域創成に資する適応方策の提言

を行うとともに文理融合型の新たな学際的研究モデルを提示することを目的とします。 

 

２．業務内容 

（1）長崎県を含む九州地域，東南アジア，東アジア地域の各フィールドにおいて現地社会のレジリエ

ンス調査を実施すること 

（2）レジリエンスを基軸とする自然科学・社会科学融合の地域レジリエンスモデルを構築するととも

に，レジリエンス教育プログラムを開発すること 

（3）自然環境下で脆弱な状況にある諸地域にレジリエンスモデルとレジリエンス教育プログラムの適

用を試みること 

（4）環境に関する共同研究の実施に関すること 

（5）地域社会住民等を対象とした環境教育の実施に関すること 

（6）その他センターの目的を達成するために必要な事項 

 

３．組織体制 

令和３年度運営委員 

センター長・センター運営委員長                 教授  馬越 孝道        

社会環境システム研究部門長・センター運営副委員長        教授  河本 和明 

環境教育研究部門長                       教授  菊池 英弘 

環境科学領域選出委員                      准教授 黒田  暁 

環境科学領域選出委員                      准教授 吉田  護 

環境科学領域選出委員                      准教授 利部  慎 

水産科学領域選出委員                      教授  清田 雅史 

水産科学領域選出委員                      准教授 柳下 直己 

センター長が必要と認めたもの                  教授  仲山 英樹 

センター長が必要と認めたもの                  教授  渡邊 貴史 
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Ⅱ．令和３年度の活動 

１ 教育活動                                        

 (1) 環境フィールドスクール  

本センターは、令和元年度に環境科学部に開設された「レジリエントな地域社会創生リーダー育成プ

ログラム」の一環で，長崎県内において特徴的な地域の課題を抱える地域に出向き，課題の理解とその

解決に係る実践活動に取り組む，環境フィールドスクールの開催・運営を担っています。本年度は，以

下の８回を実施しました。 

 

 

 

回 開催日 内容 
担当

教員 

参加 

学生数 

１ 5月 9日 奥雲仙・田代原におけるミヤマキリシマの保全体験 服部 10名 

２ 10月 16日 
人材育成プログラム(大気環境編) 

―長崎の大気環境の計測― 

河本  

中山 
6名 

３ 10月 23日 
長崎の獣害対策① 

―地域資源としての野生動物の活かし方― 
関 15名 

４ 11月 6日 
人材育成プログラム(地下水環境編) 

―島原湧水群の持続的な利用・保全のための環境調査― 
利部 18名 

５ 11月 20日 

人材育成プログラム(防災編) 

―島原半島および近年の自然災害から地域減災力を考

えるー 

吉田 3名 

６ 12月 4日 森林ボランティアを通じて長崎の森林の現状を知ろう 
太田 

菊池 
15名 

７ 12月 11日 
人材育成プログラム（ツーリズム編） 

―雲仙火山と地熱― 
馬越 18名 

８ 12月 11日 
長崎の獣害対策② 

―地域資源としての野生動物の活かし方― 
関 8名 
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1) 第１回環境フィールドスクール「奥雲仙・田代原におけるミヤマキリシマの保全体験」 

 

2021 年度第 1 回環境科学部環境フィールドスクール「奥雲仙・田代原のミヤマキリシマの保全活動」

が、NPO 法人奥雲仙の自然を守る会、林野庁九州森林管理局長崎森林管理署、環境省九州地方環境事務

所雲仙自然保護官事務所等の方々のご協力を受け、5 月 9 日（日）に行われました。参加した学生達は、

森林がもつ機能、国立公園の意義、ミヤマキリシマ保全の必要性などについての講義を受けました。そ

の後、ミヤマキリシマの保全活動の体験を通じて、森林化によって草原環境が縮小するとともに、他の

植物種との競争の中でミヤマキリシマが衰退しつつある実態について学びました。 

 

 
講義風景           ミヤマキリシマ保全活動の様子 

 

 

            フィールドスクール中の集合写真             
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2) 第２回環境フィールドスクール「長崎の大気環境の計測」 

 

環境フィールドスクール「長崎の大気環境の計測」が 2021 年 10 月 16 日（土）に行われ、学生 8 名

（大学院生 2 名含む）と教員 3 名の計 11 名が参加しました。    

最初に、高度約 1300m の雲仙ロープウェイの山頂駅（写真 1）と山麓駅付近（写真 2）で、大気中の

浮遊微粒子 PM2.5を計測する PM2.5センサでの計測やデータ収集の様子を見学しました。高度の異なる地

点で PM2.5を計測することは、越境大気汚染と近隣からの汚染の状況を知るための重要な基礎データとな

ります。山頂駅では PM2.5と霧の関係を調べるため霧粒の観測も行っていますが、当日はちょうど霧に出

くわすこともできました。 

また、小浜マリンパークで硫化水素などの火山性ガスの観測の様子を見学しました（写真 3-4）。火山

性ガスを観測することで、地下の火山活動や温泉水の状況を把握できると期待されます。マリンパーク

では、足湯にも浸かり、火山の恵みを堪能しました。 

出発前の検温に加え、バスでは間隔を空けて着席し、乗降時にはアルコール消毒を義務づけるなど新

型コロナウイルス感染拡大に最大限の注意を払って実施し、無事に終了することができました。 
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3) 第３回，第８回環境フィールドスクール 

「長崎の獣害対策 －地域資源としての野生動物の活かし方－」 

 

2021 年 10 月 23 日（土）と 12 月 11 日（土）のフィールドスクールでは、長崎県農林部、諫早猟友

会、諫早猪処理販売センターの方々のご協力を賜り、鳥獣被害の実態と対策の現状と課題、捕獲された

イノシシやカモの解体や活用法を学ぶ実習を企画しました。 

今回は、初参加の学生を対象とするコース（10/23 実施）と、狩猟免許取得者や大学院生を対象とす

る上級者コース（12/11 実施）に分けて実施しました。どちらも事前に獣害問題について各自で学習を

行ってもらい、事前説明会を通じて実習のイメージを掴むとともに、これまでの参加者が作成した猪肉

の調理レシピを集成して事前に共有しました。 

10/23 の初心者コースでは、午前中に長崎県農林技術開発センター（諫早市）を訪問し、で専門家か

ら獣害問題とその対策の現状について解説いただきました（12/11 コースの参加者はリアルタイムオン

ラインによる参加）（写真１）。午後は諫早市猟友会会長のご協力により、イノシシの止め刺し（とめさ

し）の様子を見学させていただき（写真２）、その後は猪解体処理センターにてご指導をいただきなが

らイノシシを学生たちの手で解体しました（写真３）。 

12/11 の上級者コースは、午前中に諫早市干拓公園でカモ類の生息状況、被害状況などを視察し、午

後に解体処理センターでヒドリガモの止刺しを見学し、カモとイノシシの解体を行いました（写真４）。 

それぞれのコースで解体した肉は各自で持ち帰り、レシピを作成しながら調理にも挑戦してもらいま

した。それぞれ初めての経験を通じて、学生たちは真剣に取り組んでいた様子が伝わりました。 

 

写真１：獣害問題の現状や対策の方法を学ぶ（10/23） 

（長崎県農林技術開発センター） 

写真２：イノシシの止め刺しの様子を見学した（10/23） 

写真４：ヒドリガモの解体に挑戦（12/11） 

（猪解体処理センター） 

 

 

写真３：イノシシの解体体験（10/23） 

       （猪解体処理センター） 
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4) 第４回環境フィールドスクール「島原湧水群の持続的な利用・保全のための環境調査」 

 

2021 年 11 月 6 日（土）第 4 回フィールドスクールでは、「島原湧水群の持続的な利用・保全のための

環境調査」というテーマで実習を行い、18 名の学生が参加した。また、関 陽子先生が環境科学部の紹

介動画撮影も兼ねて同行し、利部研究室 4 年生の小嶋紳介くんも補助として参加した。当日は弱い雨が

降り続く生憎の天気となってしまい、予定していたスケジュールを変更せざるを得ない地点もあった。 

午前中に島原湧水群に入り、まずは高標高に位置する湧水である「焼山湧水」を訪れた。この湧水地

点では、採水調査の基本となる、フィルターがけした水試料をボトルに詰める作業を行った（写真 1）。

ボトル内に空気が入らないように蓋を閉じる作業に学生は悪戦苦闘していたものの、実際に湧水の採水

を体験した学生からは楽しそうな笑顔が溢れた。その後、市街地まで下りてきて、「われん川湧水」を

訪問した。ここは、雲仙普賢岳の火砕流・土石流で被災した湧水である。当時は住宅街の中の湧水であ

ったことを示す写真があったが、現在では周囲が更地となり、湧水だけがコンコンと湧き出す場所であ

った。学生らは、当時の被害の大きさを目の当たりにするとともに、自然と共生しながら生活している

地元の方々に思いを馳せる時間となった。この湧水は、溶存酸素濃度が極めて低いという特徴を有する

ため、実際に湧水に溶存酸素計を挿入することで、著しく数値が低下する様子を確認することで、なぜ

濃度低下するのか、どんな経路で湧出しているのかについて考える機会となった。昼食後にがまだすド

ームに移動し、敷地内のビオトープに湧出する湧水を訪問する予定だった。ここでは、自動で水温や水

圧を測定する「データロガー」を設置していることから、そこに記録されたデータを、パソコンに回収

し無人で測定・収集したデータを見学することで、理系的な調査方法を体験してもらう予定だったもの

の、雨のためバス車内での説明に留めた（写真 2）。ロガーを用いた研究手法は、水に関する研究のみな

らず、大気や海洋の研究でも使えるため、今後の研究室配属後にも応用してもらえたらと期待する。次

に島原市街地の「浜の川湧水」を訪問した。地元の方が野菜を洗ったり水を汲みに来たりするなど、人々

の生活と密接に関わる湧水である。この地点のすぐそばでは、地元の特産品である「かんざらし」のお

店があるため、全員で堪能した（写真 3）。最後に武家屋敷を訪問する予定だったが、雨のため代替地点

として「四明荘」を訪問し、四方を湧水で囲まれた湧水庭園に入室し水の恵みを趣のある和室で体感し

た（写真 4）。 

帰路では、諫早湾干拓道路を経由したため、今後環境科学部での授業等でキーワードとなるであろう

諫早湾の干拓事業について、実際に見て感じる機会を提供した。この島原湧水群でのフィールドスクー

ルを通じて、学生らに水研究の一端を体験してもらえたのは本当に良かったと感じるとともに、学生に

とってもコロナ禍でなかなか現地調査を体験できなかった中で、野外に飛び出せる良い機会になったと

感じている。 
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写真１：採水作業の実体験 写真２：データロガー内に記録された温度データ

を表示した様子 

写真４：参加者の集合写真＠四明荘 写真３：浜の川湧水でのかんざらし 
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5) 第 5回環境フィールドスクール「島原半島および近年の自然災害から地域減災力を考える」 

 

11月 20日（土）の第５回フィールドスクールは、「島原半島および近年の自然災害から地域減災力を

考える」をテーマとして、普賢岳噴火災害の現地踏査を行うとともに、島原復興アリーナで開催された、

「地域防災力充実強化大会 in 長崎 2021」に参加しました。 

 

 

 

  

 

 

 

令和 3 年度 環境フィールドスクール（防災編） 

―島原半島および近年の自然災害から地域減災力を考える― 

日時：２０２１年１１月２０日（土） 

場所：がまだすドーム周辺の被災地及び島原復興アリーナ 

予定： 

9:00 長崎大学環境科学部前集合 

バスにて移動（参加人数次第で移動手段は変更の可能性有） 

11:00 がまだすドーム周辺の被災現場の現地踏査（旧大野木場小学校被災校舎など） 

12:00-13:00 昼食休憩 

13:00-17:00 「地域防災力充実強化大会 in 長崎 2021」（島原復興アリーナ）への参加 

基調講演：「自然災害リスクを知り、みんなで守る命」北園芳人（熊本大学名誉教授） 

 令和 2 年 7 月豪雨災害の際の災害対応の事例発表など 

－19:00 長崎大学文教キャンパス到着 

参加希望者は、2021年 11 月 10 日（水）までに吉田（yoshida-m@nagasaki-u.ac.jp）へ 

件名に「R3 環境 FS（防災編）」、本文に氏名及び学生番号を記載のうえご連絡ください。 
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6) 第 6回環境フィールドスクール「森林ボランティアを通じて長崎の森林の現状を知ろう」 

 

12 月 4 日（土）の環境フィールドスクールは，「森林ボランティアを通じて長崎の森林の現状を知

ろう」というテーマで、長崎市民の森で実施しました。 

長崎市民の森に到着後、最初に長崎県庁、長崎県森林ボランティアセンターの職員の方から講習を受

け、長崎市内では手つかずになった竹林が増えており、その整備が必要となっていること等、長崎の竹

林の現状を学びました。 

そのうえで、作業中の安全を確保するため道具の使用方法などについて指導を受けながら、参加者全

員が参加して、竹林の伐採、枯れた竹を熱源とした火起こしなどの実習を行いました。 

今回体験した竹林整備は、斜面地での竹の伐採、切り出した竹の運搬といった慎重を要する作業でし

たが、関係者の徹底した安全指導と配慮を受けて、無事に終了することができました。 

 

 

         【ヘルメット等を装着し、作業上の安全指導を受ける】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【指導を受けながら竹を切断する】       【切断した竹を熱源に利用する】 
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7) 第 7回環境フィールドスクール「火山と地熱」 

 

12 月 11 日（土）の第 7 回環境フィールドスクールは，「雲仙火山と地熱」をテーマに，雲仙市の雲

仙地区と小浜地区で実施しました。最初に訪れた雲仙地区では，仁田峠から平成新山や火砕流の流下域

を観察した後，雲仙温泉にある雲仙お山の情報館で，火山噴火のしくみや温泉の成り立ちについて学び

ました。 

午後は，小浜温泉に場所を移し，足湯周辺，温泉バイナリー発電所，歴史資料館，刈水鉱泉などを巡

りました。最後に，雲仙 E キャンレッジ交流センターにおいて雲仙市の佐々木裕氏から「小浜温泉にお

ける温泉熱利用の取り組み」について講義を受けました。これらを通じて，雲仙（島原半島）が火山災

害の歴史を持つ一方で，様々な火山の恵みを受けた地域であることについて詳しく学ぶことができまし

た。 

 

 

 

 

 

仁田峠 小浜温泉バイナリー発電所 

刈水鉱泉 佐々木氏による講演 
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(2)環境科学特別講義 C 

「レジリエントな地域社会創成リーダー育成プログラム」の一環として、2 年次生を対象に環境科学

特別講義Ｃを開講しました。本講義の主なねらいは、「レジリエントな地域創成」をキーワードとして、

行政、NPO 等の様々な立場から地域環境の創成に関わる講師を招へいして、地域づくりの目標・手法

に関する知識を多角的に理解することにあります。 

令和 3 年度は、以下の方々をお迎えして、講演していただきました。なお、お迎えした講師は、環境

科学部の卒業生、環境科学部の元教員の方々で、学生時代の環境科学部での学修や、就職についても、

実践的なお話しを伺うことができました。 

 

佐々木様からは、小浜温泉において進められている、温泉エネルギー活用を通じたレジリエントな地

域創成についてお話しを伺いました（2021 年 6 月 9 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

友永様からは、大学時代のお話しのほか、長崎市役所でのお仕事や、現在進行中の長崎市の街づくり

事例について、多くのお話しを聞くことができました（2021 年 6 月 30 日）。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

1  6 月 9 日(水) 佐々木 裕 
雲仙市環境政策課参事補、 

水産・環境科学総合研究科客員研究員 
H18 度卒 

2 6 月 30 日(水) 友永さや香 長崎市秘書広報部秘書課 H25 度卒 

3 7 月 7 日(水) 鶴田 りえ 長崎県環境部自然環境課  H24 度卒 

4 7 月 21 日(水) 杉山 和一 （株）ペック取締役会長 元教員 

5 7 月 28 日(水) 岩本 論  斜面地・空き家活用団体つくる 代表 H24 度卒 

6 11 月 16 日(水) 久保 桂奈 川添酢造 お酢生活研究家 H18 度卒 

写真 3 小浜温泉 写真 4 千々石展望台 
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鶴田様からは、学生時代、長崎県庁でのお仕事のほか、ご結婚・ご出産を経て、考えられたことなど、

多くのお話しを聞くことができました（2021 年 7 月 7 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

杉山様（元環境科学部教授）から、長崎市が擁する斜面市街地の発達過程、現状、現在取り組むべき

課題などについてお話を伺い、少子高齢化と人口減少が進む中で、どのような対応が必要となるのか、

詳しく学ぶことができました（2021 年 7 月 21 日）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 岩本様からは、学生時代から携わられた長崎市内の空き家再生のプロジェクトや、地方自治体との協

力など、まちづくりに関する実践事例を学ぶことができました（2021 年 7 月 28 日）。 
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久保様からは、地元企業の産品の価値、また地元企業の取組を通じた地域活性化の可能性などについ

てお話を伺い、地域に根差した実践的な活動の重要性を学ぶことができました（2021 年 11 月 16 日） 
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(3)講演会  「日本の SDGs」では危機は止められない！？：高橋真樹氏・西城戸誠氏 

2021 年 12 月 2 日、前年度に引き続き、ノンフィクションライター高橋真樹氏と、早稲田大学文学学

術院教授・西城戸誠氏のお二人をお迎えして、「『日本の SDGs』では危機は止められない！？～わたした

ちにできること～」と題した講演会を催しました（コロナ禍対応で、Zoomミーティング形式での開催）。

当日は環境科学部学生ならびに水産・環境科学総合研究科の教職員 94 名がオンライン参加しました。

2021年3月に刊行された高橋氏の著書『日本の SDGs それってほんとにサステナブル？』の内容を基に、

高橋氏から、近年日本でも耳にすることが多くなった「SDGs」という言葉とは、私たちの身近な生活に

とってどこか近いような、遠いような「モヤモヤ」の中にあるのではないか、という問い掛けがありま

した。世界や日本の「持続可能性の危機」は、いまや私たちに「待ったなし」の根本的な変化を迫って

いる。高橋氏の具体的な問題提起を受け、西城戸氏からは「サステナブル（持続可能）」の実現には、「何

を」「何のために」「何を優先して」持続していこうとするのか、ひとりひとりが自分で考えなければ、

具体的に実現しないだろうという指摘がありました。そのうえで両氏から、私たち、環境科学部の学生

たちに何ができるのか、という実践的な観点についても、力強い示唆がありました。両氏による刺激的

なご講演に続き、オンラインインタラクティヴ形式の質疑応答を行うことで、学生から、両氏にたいす

る活発な質疑・意見が飛び交いました。予定の時間を大幅に過ぎてもなお、多くの学生たちがその場に

とどまり、議論を深めていくことができました。 
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（４）アジア環境レジリエンス研究イニシアチブ（AERRI2021） 

 

 

 

図１．アジア環境レジリエンス研究イニシアチブ（AERRI2021） 
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ウィズコロナ時代に対応した国際交流事業として、2021 年 11 月 26 日～2023 年 1 月 7 日の期間に、

オンライン形式の環境ウィンタースクール「アジア環境レジリエンス研究イニシアチブ（AERRI2021）」

を実施しました（図１）。本事業は、コロナ禍の影響により中止となった、環境科学部主催の環境サマ

ースクールの振替プログラムを兼ねる方針とし、環境科学部と連携した国際環境エキスパートセミナー

（IEES）及びアジア各地の環境問題を取り上げたプロブレム・ベースド・ラーニング（PBL）を通して、

マヒドン大学（タイ）15 名、インドネシア大学（インドネシア）10 名、カントー大学（ベトナム）7 名、

及び長崎大学 8 名の合計 40 名のアジアの学生がオンラインで共修しました（図２）。 

各大学とも、通常の講義も履修している忙しい時期に実施したオンラインの国際交流事業でしたが、

参加した学生達はコロナ禍でもアジアの協定校の学生とオンラインで国際共修できる貴重な機会とな

りました。 

 

 

 

 

 

図２．島原巡検（上）及びオンライン PBL成果発表会（下） 
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２ 島原半島エコチャレンジ                                    

島原半島エコチャレンジは，長崎大学第 3 期中期計画に掲げられた，『地域レジリエンス教育研究推

進拠点の形成－島原半島エコチャレンジ－（2016-2021）』として実施しているものです。その内容は，

「文理融合の学際組織「アジア環境レジリエンス研究センター」の機能強化により，環境変動・自然災

害・地下水汚染などの地域社会の環境課題に対する「地域レジリエンスモデル」を産学官連携で構築す

るとともに，環境課題解決に貢献する実践的能力を備えた人材を育成する学部・大学院一貫の文理融合

教育プログラムを開発・実施する。」となっており，アジア環境レジリエンス研究センターが中心とな

り実施しています。環境汚染，エネルギー，自然災害，人材育成の各ユニットによる 2020 年～2021 年

の活動は以下の通りです。 

（１）環境汚染ユニット 

小浜温泉および雲仙地獄にて温泉源泉から放出される火山性ガスを，小型のガスセンサを搭載した独

自の計測器を用いて連続計測することに成功し，火山性ガスの放出状況を明らかにすることができた。

また，島原半島の標高の異なる 6 地点で PM2.5 の観測を実施し，PM2.5 の高度分布の季節依存性を調

べた。その結果，標高 1300m の妙見岳では，標高 0 m 近くの観測点に比べて，PM2.5 濃度が平均的に

2 分の 1 程度になるものの，空気塊の輸送経路などにより，高度依存性が大きく変化することがわかっ

た。 

加えて近隣の海域にも調査の視野を広げた。諫早湾干拓事業以降，諫早湾から島原半島にかけて赤潮

が頻発し，かつ長期化する傾向にある。その要因のひとつとして，諫早湾干拓調整池から湾内に排水さ

れる富栄養化した池水の影響が指摘されているが，その因果関係は不明な点が多い。2021 年 4 月から 9

月にかけて実施した観測により，諫早湾調整池から湾内へ高濃度な尿素態窒素が流入しており，無機態

窒素枯渇時に尿素態窒素を植物プランクトンが利用することにより，赤潮が長期化する可能性が示唆さ

れた。 

さらに越境大気汚染物質である光化学オキシダント（Ox）が植物に及ぼす影響を評価するために，オ

ープントップチャンバーを用いた暴露実験を実施した。その結果，長崎県で観測されている現状レベル

の Ox によって，ハツカダイコンやコマツナ，コムギの収量は低下していることが明らかになった。ま

た，Oxへの耐性を持つ品種の特徴として，葉内の抗酸化物質の濃度やそれを還元する酵素の活性が高い

ということが明らかになった。そして，チャンバーを使わずに簡易的に Ox の植物影響を評価できるイ

ンゲンマメ 2品種を用いたモニタリング手法が長崎県でも適用可能であることを明らかにすることがで

きた。 

 

（２）自然災害ユニット 

 災害リスクの構成要素であるエクスポージャ人口の分布の推計をするための分析枠組みを構築する

と同時に，その推計を実施した。加えて，住民の人口分布を所与とした上で，複数のハザードの脅威に

さらされている住民の避難行動環境を評価する枠組みを示すと同時に，豪雨（洪水害と土砂災害），台

風（洪水害，土砂災害，高潮災害）を対象として，実際の地域に適用，住民の避難行動指針を例示した。

また，平成 30 年 7 月豪雨や令和元年東日本台風を対象として，災害の脅威が迫った時間帯や備え，災

害関連の情報取得が避難行動に与えた因果効果について，非巡回有向グラフ(Directed Acyclic Graph)

の枠組みを用いて推計した。結果として，豪雨では夜間の立ち退き避難が停滞すること，豪雨，台風と

もに指定避難所の事前の確認が立ち退き避難を促すこと，備蓄は自宅に留まらせる効果があることを明

らかにした。また，避難行動（屋内安全確保・立ち退き避難）を促す上で，呼びかけが豪雨，台風とも

に重要な役割を果たしていたが，家族の緊急時の連絡先の共有や地域の緊急連絡網の整備といった備え
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が有効的な効果が確認されたのは豪雨のときのみであった。 

 

（３）エネルギーユニット 

令和 2 年 5 月 12 日，「地熱資源保護・活用に関する提言書」を環境科学部長より雲仙市長に提出した。

この提言に基づき，雲仙市内の源泉調査，主要源泉の温度・水質のモニタリング，地下構造調査（兵庫

県立大学と共同），地熱資源の保護・活用に関する条例制定に向けた検討を，受託研究「UNZEN，温泉

と地下構造調査（委託者：雲仙市長）」により実施した。これらにより，雲仙市内全源泉の温泉台帳整

備，源泉温度の時間変化や水質の季節変動の把握，雲仙・小浜両温泉および地熱開発有望地である千々

石町岳地区の地下比抵抗構造の解明等がなされた。調査結果に関する中間報告会を令和 3 年 3 月，最終

報告会を同年 12 月に雲仙市の 3 地区（雲仙，小浜，千々石）でそれぞれ開催するとともに，令和 3 年

3 月に中間報告書，同年 12 月に最終報告書を雲仙市に提出した。また地熱資源の保護・活用に関する

条例制定に向けた雲仙市・長崎大学合同の 6 回の検討会を経て，令和 3 年 3 月「雲仙市地熱資源の保護

及び活用に関する条例」が制定された。 

 

（４）人材育成ユニット 

本事業による成果の普及啓発に向けて，書籍「地域を強くするための社会環境デザイン（仮題）」（九

州大学出版会から令和 4 年秋刊行予定）の出版準備を行った。具体的には，出版に係る打ち合わせを複

数回実施し，書籍のコンセプト，書籍に含むべき内容，出版に向けたスケジュールを決めた。 
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Ⅲ.資 料 

令和３年度・運営委員会開催記録 

 

第１回 オンライン（Zoom）会議（令和３年５月２０日） 

(1)令和３年度事業計画について（承認） 

(2)人材育成プログラムの実施について（承認） 

 (3)国際交流セミナーについて（承認） 

(4)ニュースレター2号の作成について（承認） 

(5)年報の準備に関わる依頼について（報告） 

 

第２回（非開催） 

 

第３回（令和３年９月１７日） 

(1)年報について（承認） 

(2)予算の執行状況と今後の使用計画について （承認）  

(3)人材育成プログラムの実施について（承認） 

(4)講演会について（承認）           

(5)国際交流事業について（承認） 

(6)教科書出版の準備状況について（報告） 

 

第４回（令和３年１１月２４日）   

(1)年報について（承認） 

(2)講演会について（承認） 

(3)国際交流事業について（承認） 

(4)人材育成プログラムの実施状況について（報告） 

(5)教科書出版の準備状況について（報告） 

 

第５回オンライン（Zoom）会議（令和４年２月２８日）  

(1)レジリエントな地域社会創生リーダー育成プログラムについて（承認） 

(2)令和 3年度年報・ニュースレターについて（承認） 

(3)アジア環境レジリエンス研究イニシアチブについて（承認） 

(4)プラネタリーヘルスへの取り組みについて（承認）           

(5)2021年度環境フィールドスクールの実施報告（報告） 

(6)AERRI2021の実施報告（報告） 
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